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はじめに

　エビやカニ類には，扁形動物，環形動物，甲殻

類をはじめ複数の分類群が寄生・共生することが

知られている。日本を含む東アジアでは，淡水エ

ビ類のヌマエビ科にはふつう扁形動物（切頭類）

が，ザリガニ類には環形動物（ヒルミミズ類）が

それぞれ外部共生する（大高，2004）。日本では，

淡水エビ類のヌマエビ Paratya compressa とミナミ

ヌマエビ Neocaridina denticulata denticulata に扁形

動物のエビヤドリツノムシ Scutariella japonica が，

中国ではヌマエビ科の Caridina sp. に Scutariella 

sinensis が 共 生 す る（ 上 田，1970；Matjasic，

1990；Kawakatsu，1998）。しかし，中国の広東省・

河南省では，例外的にミナミヌマエビの亜種シ

ナヌマエビ Neocaridina denticulata sinensis にヒル

ミミズ類が共生することが知られていた（表１；

Gelder，1999）。

　2003 年，兵庫県夢前川水系の菅生川で，中国

にだけ生息するはずのヒルミミズ類の一種である

エビヤドリミミズ Holtodrilus truncatus が「ミナミ

ヌマエビ」の体表に多数付着していることが分

かった（Niwa et al.，2005）。また，2000 年頃から，

琵琶湖周辺や深泥池など西日本各地で「ミナミヌ
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マエビ」が突然大量に採集されるようになった。

しかし琵琶湖では Annandale（1922）の報告以来，

深泥池でも 1970 年代にはミナミヌマエビの分布

記録は皆無であった（西野・丹羽，2004；西野，

2008）。

　その後，釣り餌業者へのヒアリングから，1994

年に開港した関西国際空港，および中部国際空港

などを経由して，中国，韓国から通称「ブツエビ」

（ミナミヌマエビの外来個体群，または近縁亜種・

種かと思われる）が，釣り餌として生きて空輸さ

れ，輸入量は最大（1999 年）で年間 20 トン（約

１億尾）にものぼることが報告されている（西野・

丹羽，2004；丹羽，2010）。「ブツエビ」は，「ミ

ナミヌマエビ」の名で，観賞用や水槽の苔取り用

にインターネットでも全国販売されている。実際，

「ミナミヌマエビ」の分布域外である関東や仙台，

札幌からも Neocaridina spp. が確認されている（遠

山・池田，未発表；西野，未発表）。ミナミヌマ

エビの外来個体群および近縁亜種・種が共生種と

ともに日本に侵入・定着していることはほぼ間違

いがない。

　ただ，中国にはミナミヌマエビと近縁のカワリ

ヌマエビ属（Neocaridina）が 17 種分布する（Liang，

2004）。また，シナヌマエビの分布域外とされる

中国北部（遼寧省瀋陽）からも，日本に「ブツ

エビ」が輸入されている（丹羽，2010）。さらに，

韓国からもミナミヌマエビをはじめ３種のカワ

リヌマエビ属が知られている（Lee，1958；Kim，

1976）。

　そのため，カワリヌマエビ属のどの種が国外の

どの地域から日本に侵入，定着しているのか，ま

た，在来のミナミヌマエビとの交雑の可能性の有

無についても不明である。ここでは，現時点で明

らかになっている在来のミナミヌマエビと外来カ

ワリヌマエビ属との種の区別点およびその分類学

的な課題について報告する。

　本報告をまとめるにあたり，上田コレクション

の検鏡を許可いただいた島根県立三瓶自然館，原

稿にコメントいただいた大高明史博士（弘前大学）

および川勝正治博士 ( 元 藤女子大学），カワリヌ

マエビ属等の試料・文献を提供いただいた丹羽信

彰博士（元 六甲アイランド高校）に深く感謝する。

ミナミヌマエビと外来カワリヌマエビ属の

形態的差異

　西野・丹羽（2004）は，琵琶湖産（長浜市早崎

町）の Neocaridina spp. の額角の長さを調べたと

ころ，雄では第１触角柄部（peduncle）の第３節

先端（図１：矢印）より明らかに短い一方，雌で

は柄部の先端を超えていたことを報告した（図

１）。この形態は，Kubo （1938）のキーによれ

	 ホスト種 (宿主 )					     共生種

日本・中国

　ヌマエビ科

　　Paratya compressa ヌマエビ				    扁形動物 (切頭類 Temnocephallida)

　　N. denticulata denticulata ミナミヌマエビ			   Scutariella japonica エビヤドリツノムシ

　ザリガニ類					     環形動物　ヒルミミズ類（Branchiobdellida）

例外（中国だけ）

　　N. denticulata sinensis シナヌマエビ（広東省，河南省）		  Holtodrilus truncatus（エビヤドリミミズ）

　　Caridina yunnannensis　（雲南省）				   Caridiniphola unidens （ヒルミミズ類の１種）

表１：日本および中国におけるヌマエビ科，ザリガニ類と共生動物との関係．
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ば，日本に分布しないはずの近縁亜種シナヌマエ

ビ N. denticulata sinensis に該当する。

　その後，琵琶湖産の雄の形態を詳細に調べた

ところ，いずれも第３胸脚の前節（propodus）が

湾曲し，ミナミヌマエビに比して指節（dactylus）

の幅がやや広く，先端の棘（複数）もやや太くて

湾曲していたことが分かった（図２）。しかし，

雌の額角の長さは第１触角の柄部を超え，また第

３胸脚には前節の湾曲等は見られなかった。深泥

池や夢前川でも，雄の第３胸脚前節の湾曲が確認

できている。これらの形態は Liang（2002，2004）

の Neocaridina heteropoda heteropoda の記載と類似

図１：琵琶湖 ( 長浜市早崎町 ) の Neocaridina 
sp. 雄の額角 ( 西野・丹羽，2004 から )．
矢印は第１触角柄第３節先端の位置を示
す．本種雄の額角長は，第１触角柄第３節
よりも明らかに短い．

図２：琵琶湖 ( 長浜市早崎町 ) の Neocaridina sp. 
雄の第３胸脚．写真中の白い線は，前節の
両端の中点を結んだもの．前節が強く湾曲
し，指節の先端の棘 ( 複数 ) もやや太く，
湾曲している．

図３：上田コレクション（島根県立三瓶自然館所
蔵）の Neocaridina denticulata denticulata 雄
の第３胸脚（1931.5.14. 山口県篠目駅横
水田溝：標本番号 1385）．写真中の黒い線
は，前節の両端の中点を結んだもの．前節
はまっすぐで，湾曲していない．

図４：上田コレクション（島根県立三瓶自然館所
蔵）の N. denticulata denticulata 雄の第３胸
脚（1930.7.30. 和歌山県西牟婁郡朝来　
水田の溝川：標本番号 609），写真中の黒
い線は，前節の両端の中点を結んだもの．
前節は僅かに湾曲し，指節の先端の棘も湾
曲する．

指節

前節 腕節
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していた。

　一方，在来のミナミヌマエビの形態について

は，タイプ標本が失われていることもあり（山口，

1993），外来カワリヌマエビ属が日本に侵入する

以前の標本で確認する必要があった。そこで，島

根県立三瓶自然館所蔵の上田常一コレクション標

本を検鏡したところ，1930 年に和歌山県で，お

よび 1931 年に山口県で採集されたミナミヌマエ

ビ N. d. denticulata では，第３胸脚の前節が全く湾

曲しない個体と，僅かに湾曲する個体とがみられ

た（図３，４）。筆者が検鏡した限りでは，雄の第

３胸脚の前節が強く湾曲した個体はなかった。

　ただ次節で述べるように，シナヌマエビと N.   

h. heteropoda の分類は混乱しており，在来のミナ

ミヌマエビと外来カワリヌマエビ属を区別するに

は，まずカワリヌマエビ属の分類学的課題につい

て整理する必要がある。

ミナミヌマエビと外来カワリヌマエビ属の

分類学小史

　ミナミヌマエビは，フォン・シーボルトが幕末

に日本から持ち帰った標本をもとに， de Haan

（1849）が Caridina denticulata として記載した。

原記載論文にはエビの全形図が描かれていたが，

付属肢の詳細な図はなく，また模式産地も不明で

ある。本種は，九州，四国，中国地方，近畿など

主に西日本に広く分布する（Kubo，1938；上田，

1970）。

　Bouvier（1904）は，中国陜西省漢中地区産の

Caridina davidi を新種記載したが，形態の図は示

さなかった。Bouvier （1925）はその後，本種を C. 

denticulata denticulata のシノニム（同種異名）に

戻した。

　Kemp（1918）は中国太湖周辺の水路等で

採集された標本を新亜種 Caridina denticulata 

sinensis として記載し，本亜種は，C. denticulata 

denticulata よりも上下の額角歯が多く，腕節

（carpus）の先端が大きく凹む点で異なると主張

した。その後，Bouvier（1925）は，この形質は

不安定で区別点にならないと指摘し，C. davidi と

ともに C. d. sinensis も C. d. denticulata のシノニム

とした。ただし，Kemp（1918）は同じ論文で，

インド博物館所蔵の C. davidi の co-type 標本は第

３，４，５胸脚の前節が強く湾曲しており，また額

角が押し下げられている（depressed）点で，C. d. 

denticulata や C. d. sinensis と明瞭に異なると述べ

ている。

　Kubo（1938）は，雄の第１腹肢の内肢が膨大

すること，第２腹肢内肢付属の雄性突起が著しく

大きいこと，卵サイズがヌマエビ科中でとびぬけ

て大きいことから，新たに Neocaridina 属を確立

し，N. d. denticulata を名義タイプ種とした。また，

台湾と上海の標本から N. d. sinensis をその亜種と

して再記載し，本亜種では，額角の長さが第１触

角柄部 を超えないが，N. d. denticulata は第１触

角柄部を超えることを大きな区別点とした。しか

し，Kemp（1918）の原記載論文には，sinensis も

denticulata も額角長は第１触角柄第３節先端とほ

ぼ同じか，それよりもやや長い―と書かれており，

実際，sinensis の図の額角長は第１触角柄第３節

先端（図１，矢印）とほぼ同じだった。問題は，

Kubo（1938）が sinensis のタイプ標本を検査する

ことなく台湾と上海の標本を N. d. sinensis として

記載したことで，これが後の分類学的混乱の一因

となった。

　Cai（1996）は，タイプ標本の産地である太湖

の標本を N. d. sinensis と同定，再記載した。しか

し彼の描いた図では，雄の第３胸脚の前節が湾曲

しており，Kemp（1918）の C. d. sinensis の原記

載とは明らかに異なっていた（そのことについて

の言及はなかった）。また，Cai（1996）は，華北
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地区産の標本を N. denticulata davidi と同定，再記

載した。彼は，N. d. denticulata との違いは，雄の

第１腹肢，第２腹肢等の形態で，N. d. davidi の各

胸脚は雌雄同型だと述べている。

　Liang（2002）は，浙江省の標本から新種 Neo-

caridina heteropoda を 記 載 し，Cai（1996） の N. 

d. sinensis およびオアフ島（ハワイ諸島）のダム

湖等に移植された N. d. sinensis（Englund & Cai，

1999）をそのシノニムとした。N. heteropoda の

第３，第４胸脚は雌雄異形で，雄のそれは長く，

また前節が湾曲して弓形を呈し，指節は幅広で

末端の２－３棘は明らかに長く，かつ湾曲する。

その後，Liang（2004）は N. heteropoda を亜種 N. 

heteropoda heteropodaとしたうえで，N. davidi を

そのシノニムとした。しかし，学名の先取権の原

則については言及していない。また，Kubo（1938）

と同様，Cai（1996）も Liang（2002，2004）も N. 

d. sinensis のタイプ標本は検査していない。

　Shih & Cai（2007）は，台湾のカワリヌマエビ

属の形態を調べ，台湾から２新種を記載した。そ

の上で，ミトコンドリア DNA の 16S rRNA およ

び COI 領域から，琵琶湖産のカワリヌマエビ属

は（その分布から）N. d. denticulata と考え，台湾

の２種と N. d. sinensis の類縁関係を調べた。その

結果，琵琶湖産とオアフ島産（移植種：Englund 

& Cai，1999）と台湾産の N. d. sinensis の間では

16S rRNA は僅か１bp しか違わないが，COI マー

カーでは区別できる―とした。しかし，前述した

ように，琵琶湖産のものは外来カワリヌマエビ属

と考えられる。そのため，現在，琵琶湖に侵入，

定着している外来カワリヌマエビ属は遺伝的には

台湾やオアフ島のものに近いと思われる。

　Fujita et al. (2011a) は，西日本各地で採集した

Neocaridina spp. のミトコンドリア DNA を解析

して５つのクレードを報告し，Shih & Cai (2007)

を参考に，１クレードを N. d. sinensis，他の４ク

レードを N. d．denticulata と考えた。しかし，前

述の理由で，Shih & Cai (2007) の N. d. denticulata

は誤同定と考えられるため，他の４クレードを

すべて N. d. denticulata と見なすのは難しい。い

ずれにせよ，遺伝解析の結果からも，Neocaridina

属の外来種が日本に侵入しているのは確実と考え

られる。

　最近，アジア原産で鑑賞用の Neocaridina 属の

種が野生化し，ドイツのライン河の支流に定着，

繁殖している。Klotz et al.（2013）は，それら標

本の形態を，フランス国立博物館所蔵の Caridina 

davidi のタイプ標本と比較したうえで，N. davidi 

と同定，再記載した。N. davidi のタイプ標本は，

第１腹肢内肢が膨大し，第１胸脚の腕節の先端が

深く窪み，第３胸脚は明らかに雌雄異形だった。

額角にも僅かの性差があり，多くの雄の額角歯は

雌よりも小さく，より密着（appressed）していた。

また，Cai（1996）の N. sinensis および Liang （2002，

2004）の N. h. heteropoda は，形態から N. davidi

のシノニムと考えられ，学名としては先取権の原

則に従い，N. davidi を用いるべきだとした。ただ，

この分類学的問題の解決には，N. sinensis と N. h. 

heteropoda のタイプ標本を検査する必要がある―

とも述べている。

日本のカワリヌマエビ属と今後の課題

　Klotz et al.（2013）は，N. davidi のタイプ標本

の図を掲載していないが，野生化した N. davidi

を記載した図では，第３胸脚の前節が湾曲し，指

節の幅が広く，棘も大きく湾曲している。前述し

たように，Kemp（1918）は davidi の co-type標本

の第３－５胸脚の前節は湾曲するが，denticulata

と sinensis のそれは湾曲しないと明記している。

また，筆者の確認した限りでは，琵琶湖，深泥池，

夢前川，徳島県の吉野川およびミナミヌマエビの
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本来の分布域以外の地域（千葉，神奈川，札幌）

で採集されたカワリヌマエビ属は，雄の第３胸脚

の前節が湾曲していた。このことから，現在日本

に侵入，定着している外来カワリヌマエビの一部

は Neocaridina davidi である可能性が高いと推定

される。

　ところで N. d. denticulata の地理分布について

は，様々な意見がある。Kemp（1918）は日本，

Kubo（1938）は日本と中国，Lee（1958）は日本・

韓国・中国，Liang（2004）は日本・中国・台湾

と極めて幅広い地域に分布すると考えている。一

方，Cai（1996）は N. d. denticulata を日本固有種

と考えている。本種が日本固有かどうかは，今後

の課題といえる。なお，和歌山県産と山口県産の

エビでは，今回，僅かながら第３胸脚の形態に違

いが確認されており，日本国内でも何らかの形態

的分化が生じている可能性も否定できない。

　Fujita et al.（2011b）は，近畿および北陸地方の

N. d. denticulata のミトコンドリア DNA を比較し，

Fujita et al.（2011a）をもとに２つのクレードを報

告している。ただ，前述したように，Fujita et al. 

(2011a) の４クレードすべてが N. d. denticulata で

ある確証はなく，また形態的な比較も行われてい

ないため，２つのクレードがともに在来の N. d. 

denticulata であるかどうかについては，疑問が残

る。

　そもそも Neocaridina 属の卵はヌマエビ科中で

最大である（上田，1970）。近縁の Caridina 属は，

浮遊幼生期をもち両側回遊の種が多いが，本属は

直達発生で，浮遊幼生期をもたず，全生活史を淡

水環境で過ごす。そのため，地域個体群間で容易

に生殖隔離が生じ，分化が起こりやすいと考えら

れる。

　もし，N. d. sinensis や N. h. heteropoda が共に N. 

davidi のシノニムだとすると，N. davidi は中国に

広く分布するだけでなく，韓国や海を隔てた台

湾にも生息することになる。N. d. denticulata であ

れ，N. d. sinensis であれ，N. davidi であれ，それ

らが日本海や黄海，東シナ海を隔てた国々に広く

分布するのだとすれば，いつ，どのようにして分

布域を広げたのか，また種内での変異はどうなっ

ているのだろうか？さらに，それらはなぜ南西諸

島には分布せず，イシガキヌマエビ Neocaridina 

ishigakiensis が石垣島と中国浙江省（Liang，2004）

だけに生息しているのであろうか？

　いずれにせよ，日本各地の淡水域に外来のカワ

リヌマエビが侵入していることは確実で，純系の

ミナミヌマエビとその外来個体群や近縁亜種との

交雑が進んでいる可能性もあり，形態的および遺

伝的調査を早急に進める必要がある。また同時に，

中国，韓国，台湾および南西諸島におけるカワリ

ヌマエビ属の本来の分布や形態，遺伝的特性を明

らかにすることも，この問題を考えるうえで，重

要な示唆を与えてくれるであろう。
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